
ヒトがグリホサート、AMPA を摂取した後、48 時間後に尿中に排出する量は？    
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ヒト尿中グリホサート量から推察されるグリホサートの経口摂取量は、予想以上に多い可能性がある 
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方法： 

⚫ ボランティア 12 名（男性 6 名、女性 6 名）。スイスの国家公務員より募集した健康な成人。（年齢の

記載はない） 

⚫ 決まった濃度のグリホサート、AMPA を入れた食事を取った後、約 48 時間まで、尿中にどれだけ排

出されるかを調べた。 

⚫ 実験 2 日前から食事制限をして、ほぼ有機食材のみ食べてもらう。当日の朝、グリホサート、AMPA

入りの食事（ファラフェル：ひよこ豆のコロッケ）を定量食べ、その直前から約 48 時間、尿を採取

してグリホサート、AMPA の含有量を調べる。 

⚫ 1 人分ファラフェル 150ｇ、その中にグリホサート 196.8 μg 、AMPA 1.67 μg が含まれている。 

⚫ 分析は LC/MS/MS。サプルメントに詳しい記載有り。 

 

結果：表、グラフ参照 

 

約 48 時間後に、摂取したグリホサートに対して、0.65～1.68％（平均 0.91％）が、尿から排出された。 

  



  

 

グリホサートは約 48 時間経過する間に、左グラフのように尿から排出される。それぞれの曲線はボラン

ティア 1 人 1 人の積算されたグリホサート量の％のデータ。右図は AMPA が尿から排出される量のグラ

フ。AMPA は、投与されたグリホサートから代謝されていないと仮定して、投与量の約 23％が尿から排

出された。グリホサートから代謝されたと仮定すると、投与したグリホサートの 0.3％に相当する。 

 

尿から排出されるグリホサート、AMPA の経時的経過は、このグラフのようなカーブが見られる。 

2 例のデータを示しているが、ボランティア全員のデータから計算すると、48 時間で排出するグリホサ

ートの半減期は約 9 時間となった。 

考察： 

⚫ この研究は、グリホサートが食物経由で人体に取り込まれた後に、尿中に排出される量を計測した

はじめての研究論文である。尿のグリホサート量を計測することで、グリホサートの摂取量が推定



できると考察している。 

⚫ 48 時間で尿から排出した量は、摂取した量の約１%と極めて少ない量であった。一方、ラットなど

動物実験では、グリホサートを経口摂取後、48 時間でヒトの約 20 倍量（約 20％）のグリホサート

が排出されると報告されている。動物実験では投与量が多いことなど、条件は異なるが、ヒトの場

合は尿中グリホサート濃度から推定される食物経由のグリホサート摂取量は、予想以上に多いと考

えらえる。 

⚫ 体内でグリホサートがどのぐらい代謝され、AMPA になっているのか否かについては、この実験で

は明らかではなく、おそらくグリホサートの一部は代謝されて AMPA になっているだろうと推察

しているが、今後の研究が必要と記載している。 

⚫ この実験では、グリホサートと AMPA を同時投与していて、単独投与をしていないこと、血液中

のグリホサート、AMPA の濃度を測定していないことなど、限定的なデータではあるが、ヒトで尿

中にグリホサートが検出される場合、これまで以上の量が経口で取り入れられている可能性があ

る。今後、詳細な研究が必要。 
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⚫ グリホサートの農薬評価書や農薬抄録では、ラットに経口投与した後、48 時間で摂取した量の約

20％近くが排出されている。この実験では、48 時間までしか調べていないが、1％しか排出されて

おらず、この後の排出経過が気がかり。 

⚫ この実験では調べられていないが、ラットでは糞便に排出される量が最も多く、尿の排出量の 2.1

～3 倍近くが排出される。ラットでは、経口摂取後、168 時間で摂取グリホサートの約 90％が排出

されると農薬評価書に記載されている。残りの約 10％は体内に残っているのか？農薬抄録をみる

と、筋肉や消化管などで低用量だが検出されている。ラットでは毛は調べられていないが、臓器を

取り出した後の体全体（毛を含む）にも 0.2~1%程度のグリホサートが検出されている。 

⚫ 人体の尿検査でグリホサートが検出された場合、これまで動物実験から予想された以上の量を経口

摂取している可能性が示された。毛髪と尿の検出感度の関連が明らかでないが、人体試料から検出

される場合、低い値であっても、元の曝露量は多いのかもしれない。 

 

 

 

 

 


